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1 • 中央アジア地域の農林水産業特性及び研究技術動向

［要約］ 国際農林水産業研究センターの新たな対象地域と して拡大した中央アジアの農林水産業

及びその研究技術動向を緊急に調査し， 農畜水産業特性と重要研究課題を摘出すると ともに，今

後の共同研究の可能性を明らかに した。
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［背景・ねらい］

中央アジア地域では大陸内部に特徴的な農林水産業が展開されているにも関わらず，その動向や

研究情報は他のアジア地域と 比較して著しく限られてきた。昨年度の国際農林水産業研究センター

発足とともに新たに拡大した中央アジア地域を対象として，カザフスタン，ウズベキスタン及びキ

ルギスタンの 3カ国における情報の収集と分析を実施し，共同研究の可能性について検討した。

［研究の内容•特徴］

① 中央アジアは，南東の山岳部（パミ ール高原等）から西側の内陸河川に沿って，冷涼で乾燥し

たステップと砂漠が広がる400万kmりこも及ぶ地域である。元来，その伝統的農業は，ステップ

草原の遊牧と山麓や砂漠に点在するオアシス農業が主体であったが，現在では， 1)遊牧から定

住した放牧農業 2) カザフ草原における天水畑作農業， 3) オアシス農業を継承する大規模灌

漑農業， 4) 内水域漁業など，広大な内陸部に特徴的な農畜水産業が展開されている。

② 農業に関する重要問題は，ステップや山岳部草原の破壊，内水域の環境問題及び多様な植物遺

伝資源の消失に集約される。優先される研究課題は， 1)持続的草地保全技術の確立と家畜生産

及び加工利用技術の開発， 2)綿花の大規模灌漑生産に伴う土壌劣化やアラル海と流入河川域の

環境対策， 3)天水畑作地域の土壌保全と持続的生産技術の確立， 4)植物遺伝資源の収集 ・保

存及び評価• 利用技術の開発である。

③ 研究組織は，各国とも蔑業科学アカデミー及び科学アカデミ ーとその傘下の研究機関で構成さ

れ，充実した体制と長い研究蓄積がある。現在，旧ソ連邦の崩壊に伴う経済不振の中で研究予算

削減による研究施設や機器の更新が遅れている状況にあるが，全般に研究レベルは高く国際研究

協力への期待が高い。草地保全，内水域の環境問題及び植物 ・ 動物遺伝資源の保存 • 利用など独

自の研究課題を抱える中央アジア地域との共同研究は重要である。

［成果の活用面・留意点］

中央アジア地域は，大陸内部の特徴的な農林水産業特性と多様な研究課題を抱えるが，本調査を

通じて明らかに した農畜水産業の特性及び重要研究課題は，今後の研究協力を策定，実施する上で

有効である。

［具体的データ］
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ー図 写真 1: ステップ草原の羊放牧

表1: 中央アジア諸国の国勢と農用地面積 (1989年）

国土面積 人口 耕地面積 採草放牧地 作付面積（千ha)

共和国 （千kmり （千人） (100万ha) (100万ha) コムギ 綿花

カザフスタン 2,717 16,891 35. 7 161. 8 

｀ 
15,311 128 

ウズベキスタン 447 20,322 4.5 21. 6 46g、 2,108 

キルギススタン 199 4,367 1. 4 8. 7 225 31 

トルクメニスタン 488 3,622 1. 2 32.6 66 633 

タジキスタン 143 5,248 0. 8 3.3 不明 不明

春秋

標高 冬季最低気温

3, 500~4, 000m -40~ -45゚C

3, 000-3, 500m -30--40゚C

700-800m -20--30℃ 

図2: キルギスの季節移動型羊放牧

注：草原の自然草種を対象に低地と高地の間を季節移動する。
冬季には，枯れ上がった草を求めて高山帯へ移動し，繁殖期を迎える。

［その他］

研究課題名：アジアII地域の農林水産業の特性及び技術開発方向の解明
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